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自然災害による損傷や経年劣化で耐力が低下したコンクリート構造物の

躯体内部から健全化（接合補強）して長寿命化を実現させる・・・オンリーワンテクノロジー

ASR(アル骨）供試体への注入実験
（岐阜大学・六郷研究室）

コンクリート補修部の再劣化でお困りではないですか？

ASR(アル骨）供試体への注入実験（岐阜大学・六郷研究室）
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この注入により設計数値以上に耐力が回復することは土木学会で実証されました。また
鉄筋周りも樹脂で被覆するので腐食進行を防ぎます。健全化された構造物はその結果とし
て漏水も遮断します。

独自開発の「穿孔」、「空気抜き」、「安定的な超低
圧」により、従来の低圧樹脂注入では不可能とされて
いた躯体表面から30cm以上（最大実値170cm）への
注入や、0.1mm以下（最小実証値0.01mm）への充填

を安定的に実現します。当工法は構造物内の空気（隙
間）と樹脂を置換し、内部の微細部まで浸透させ、加
圧状態で固化し、躯体を内部から接合補強（一体化）
します。

IPH工法の要点説明

便宜上、 IPH工法は低圧樹脂注入のジャンルに区

分されていますが、他の注入工法とはその目的が全く
違います。

一般的に、低圧樹脂注入は、躯体内部に雨水が浸
入しないように表面のクラックを塞ぐことを目的として
いますが、当工法はコンクリート構造物を内部から接
合補強し、躯体を一体化（緻密化）させ、耐力を回復さ
せることを目的とします。



ＩＰＨ工法解説動画



5

あ

あ

引張試験

あ
あ
あ
あ
あ

）

実証実験 樹脂の付着性能の評価実験 於︓岐⾩⼤学⼯学部（六郷研究室）

どれだけ強固に接合するか
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実証実験 柱状供試体の性能回復実験 於︓広島⼤学⼤学院⼯学研究科

どれだけ耐⼒が回復するか
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経過観察現場 瀬戸中央自動車道与島ＰＡ（香川県：昭和６３年施工） 令和3年６月撮影

どれだけ効果が持続するか



(株)ガイア－ト

名古屋空港におけるプレキャスト舗装版

の補修対策と追跡調査結果について

令和元年11月
第20回空港技術報告会

1

PPC版の新たな補修⼯法と健全度調査の検討
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2. ＰＰＣ版設置状況
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ＨＪ蓋

ＨＪ蓋

2-2. ホーンジョイント構造

目地部
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2-3. ＨＪ蓋部 飛散状況



6. ホーンジョイント（ＨＪ）補修状況
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穿孔

注入

注入

加圧養生



8. ＨＪ補修箇所-追跡調査結果
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調査年⽉︓ 令和元年９⽉
調査箇所︓

1） 打換補修（従来⼯法） 1,695箇所 （平成25年〜平成26年施
⼯分）

2） ＩＰＨ⼯法 6,059箇所 （平成27年〜平成
30年施⼯分）

3） 補修不要箇所 3,617箇所
（ 〃 ）

計 11,371箇所

※ 非破壊検査（ＣＴＳ）で健全と評価され、補修を⾏っていない箇
所

※
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ＴＥＬ082-273-6954 FAX082-272-7276
MAIL ability@recltd.jp HP iph-v.co


